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シリーズ トキワの風景 |学び舎編 |

常磐大学高等学校校舎　本館

　2000年8月竣工。男女共学化した新
生「常磐大学高等学校」の船出を象徴
する校舎である。地上5階建てのこの建
物には、普通教室12室のほか、図書室、
パソコン室、バスケットボールができるア
リーナ、理科実験室などがあり、全館冷
暖房が完備されている。また、最上階の
5階には、年間を通して泳ぐことができる
25メートル5コースの温水プールが設置
されている。
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開
学
1
0
0
年
の
歩
み

常
磐
の
歩
ん
だ
1
0
0
年
の
歴
史
を

振
り
返
る
ト
キ
ワ
ク
ロ
ニ
ク
ル
。

第
1
部
の
前
回
は
、
そ
の
創
設
期
を

短
期
大
学
開
学
ま
で
辿
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
れ
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
発
展
期
を
追
い
ま
す
。

飛
躍
を
続
け
る
常
磐
は
、

 

一
貫
教
育
に
向
け
て

 

一
つ
ず
つ
夢
を
叶
え
て
い
き
ま
す
。

〜
ト
キ
ワ
ク
ロ
ニ
ク
ル
〜

2
0
0
9
年
の
今
年
、
学
校
法
人
常
磐
大
学

は
開
学
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を

記
念
し
た
全
3
回
の
特
集
。
第
2
回
の
今
号

で
は
、
常
磐
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
、
人
や
モ
ノ
、

思
い
出
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
! 

常
磐
は
今
年

開
学
1
0
0
周
年

特
集  

法
人
開
学
1
0
0
周
年女子教育の第一歩～

短期大学開学
諸澤みよが開いた裁縫伝習所
は、やがて常磐女子高等学校へ
と発展します。明治から昭和にか
けた激動の時代の中で、女子教
育の礎が築かれました。

1966

2009

1909

第 2 部
短期大学開学～
100年、次の一歩へ
戦後の経済成長と社会変化に
応えながら、実学の心はそのま
まに大きく進化していく常磐。そ
して今、100年目を迎えます。

第 1 部

短期大学開学

～

100年、
次の一歩へ

第 2 部

1966年
（昭和41）

常
磐
学
園
短
期
大
学
設
立
認
可

学
長 

諸
澤
み
よ

（
1
月
25
日
常
磐
短
期
大
学
創
立
記
念
日
）

常
磐
学
園
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
を
開
園　

園
長 

諸
澤
幸
雄

1970年
（昭和45）

1
9
6
4（
昭
和
39
）年

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

1
9
6
9（
昭
和
44
）年

●
筑
波
研
究
学
園
都
市
起
工

●
社
会
の
動
き 

●
茨
城
・
水
戸
の
で
き
ご
と

特集 法人開学100周年

常
磐
と
社
会
の
主
な
出
来
事

1968年
（昭和43）

常
磐
学
園
短
期
大
学
を
開
学

（
家
政
科
家
政
専
攻
、家
政
科
食
物
栄
養
専
攻
）

常
磐
学
園
短
期
大
学
に
幼
児
教
育
科
を
増
設

1
9
7
0（
昭
和
45
）年

●
日
本
万
国
博
覧
会
開
催

1
9
7
3（
昭
和
48
）年

●
筑
波
大
学
開
学  

●
第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

1974年
（昭和49）

創
立
者 

諸
澤
み
よ 

逝
去

学
校
法
人
常
磐
学
園
理
事
長
お
よ
び

常
磐
学
園
短
期
大
学
学
長
に
諸
澤
幸
雄
就
任

1
9
7
4（
昭
和
49
）年

●
国
民
体
育
大
会
茨
城
大
会
開
催 

1975年
（昭和50）

常
磐
学
園
短
期
大
学
に
教
養
科
を
増
設　

過
去
と
今
と
を
つ
な
ぐ
モ
ノ

時
を
経
て
少
し
ず
つ
形
を
変
え
て
き
た
シ
ン
ボ
ル
や
、

大
切
に
受
け
継
が
れ
る
記
念
品
。
た
く
さ
ん
の
歴
史
を

見
て
き
た
品
々
が
、今
日
も
学
生
・
生
徒
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

1960年代1973 1971
幼稚園：元気に遊ぶ1期生の園児たち

コ
ラ
ム 

1
今
も
昔
も
か
わ
い
ら
し
い
、

幼
稚
園
の
制
服
や

通
園
グ
ッ
ズ
を
集
め
ま
し
た
。

幼
稚
園

や
さ
し
い
色
の
制
服
は
開
園
か

ら
３０
年
以
上
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
ス
モ
ッ
ク
は
今
も
ほ
ぼ
同
じ

デ
ザ
イ
ン
で
す
。

︻
制
服
・
帽
子
・
バ
ッ
グ
︼

１
９
７
０
～

過
去

past

現
在
の
制
服
は
、
ト
キ
ワ
カ

ラ
ー
の
緑
が
ベ
ー
ス
。
赤
い
帽

子
も
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
に
。

︻
制
服
・
帽
子
・
バ
ッ
グ
︼

２
０
０
３
～

短期大学：被服発表会の様子 高校：タイプライターの授業

其
の
壱

現
在

present

体
操
服
も
、
制
服
や
バ
ッ
グ
と

お
そ
ろ
い
の
緑
に
チ
ェ
ン
ジ
。

２
０
０
７
～
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特集 法人開学100周年

1996年
（平成8）

常
磐
大
学
国
際
学
部
設
置

（
国
際
協
力
学
科
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）

1999年
（平成11）

常
磐
大
学
短
期
大
学
部
を

常
磐
短
期
大
学
に
名
称
変
更

1983年
（昭和58）

常
磐
大
学
設
立
認
可

学
長 

市
村
正
二　

副
学
長 

諸
澤
英
道

（
1
月
25
日
常
磐
大
学
創
立
記
念
日
）

常
磐
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科

修
士
課
程
設
置

1989年
（平成元）

1
9
8
0（
昭
和
55
）年

●
水
戸
市
立
図
書
館
、市
立
博
物
館
、市
民
野
球
場
竣
工

1
9
8
4（
昭
和
59
）年

●
常
磐
自
動
車
道
水
戸
I
．C
．供
用
開
始

1
9
8
5（
昭
和
60
）年

●
科
学
万
博
つ
く
ば
’85
開
幕

1988年
（昭和63）

常
磐
大
学
を
開
学

（
人
間
科
学
部
人
間
関
係
学
科
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
）

常
磐
大
学
人
間
科
学
部
に

組
織
管
理
学
科
を
増
設

1990年
（平成2）

常
磐
学
園
短
期
大
学
を

常
磐
大
学
短
期
大
学
部
に
名
称
変
更
し
、

経
営
情
報
学
科
を
増
設

1
9
9
3（
平
成
5
）年

●
皇
太
子
殿
下
・
雅
子
様
ご
成
婚

1
9
9
5（
平
成
7
）年

●
阪
神
・
淡
路
大
震
災

1993年
（平成5）

常
磐
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科

博
士
課
程（
後
期
）設
置

1
9
8
8（
昭
和
63
）年

●
茨
城
県
立
近
代
美
術
館
開
館 

1
9
8
9（
平
成
元
）年

●
水
戸
市
制
施
行
1
0
0
周
年
記
念
式
典
挙
行

1
9
9
0（
平
成
2
）年

●
水
戸
芸
術
館
開
館 

1
9
9
7（
平
成
9
）年

●
茨
城
県
の
人
口
3
0
0
万
人
突
破 

1
9
9
8（
平
成
10
）年

●
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

2000年
（平成12）

常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
設
置

（
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
文
化
学
科
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
学
科
）

2
0
0
0（
平
成
12
）年

●
九
州
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
開
催

2
0
0
1（
平
成
13
）年

●
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
発
生

常
磐
女
子
高
等
学
校
を

常
磐
大
学
高
等
学
校
に
名
称
変
更
し
、

男
女
共
学
化

笹
戸
千
津
子
氏
が
手
が
け
た
ブ
ロ
ン
ズ

像「
燃
ゆ
」は
、
前
向
き
に
生
き
る
強
い

女
性
が
テ
ー
マ
。
人
間
科
学
部
棟
（
M

棟
）前
の
広
場
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

︻
銅
像
︼ 

１
９
８
５
～

学
生
食
堂
を
彩
る
、
松
井
エ
イ
コ
氏
に

よ
る
レ
リ
ー
フ「
発
展
の
時
」。
大
学
の

発
展
と
若
者
の
生
き
る
力
を
象
徴
し
て

い
ま
す
。

︻
壁
画
︼ 

１
９
９
０
～ 

短
大
創
立
２０
周
年
を
祝
っ
て
同
窓
会
か

ら
贈
ら
れ
た
、
校
歌
の
碑
。
E
棟
横
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︻
校
歌
の
碑
︼ 

１
９
８
６
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
開
設
を
記
念

し
植
樹
さ
れ
た
ク
ス
ノ
キ
。
木
陰
を
つ
く

る
大
木
に
成
長
し
ま
し
た
。

︻
記
念
植
樹
︼ 

２
０
０
０
～

男
女
共
学
化
と
と
も
に
制

服
や
校
旗
、
校
訓
も
一
挙
に

新
し
く
な
り
ま
し
た
。
ダ
ー

ク
グ
レ
ー
を
基
本
と
し
た

制
服
は
、
組
み
合
わ
せ
も
楽

し
め
る
お
し
ゃ
れ
な
も
の

で
す
。
校
訓
は
、
生
徒
た
ち

が
学
ぶ
各
教
室
に
も
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
念
願
の

県
大
会
優
勝
を
賞

し
た
カ
ッ
プ
と
、
野

球
部
が
県
大
会
準

優
勝
し
た
際
の
楯
。

女
学
校
創
立
か

ら
７０
年
を
祝
っ

て
竣
工
し
た
７０

周
年
記
念
講
堂
。

コ
ン
サ
ー
ト
や

各
種
イ
ベ
ン
ト

に
活
躍
し
て
い

ま
す
。

︻
ト
ロ
フ
ィ
ー
︼

︻
記
念
講
堂
︼

１
９
９
２
～

歴
代
の
制
服
を
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
保
存
し

て
い
ま
す
。

①
１
９
２
２
年 

水
戸
常
磐
女
学
校

②
１
９
３
１
年

③
１
９
３
３
年

④
１
９
３
５
年 

常
磐
高
等
女
学
校

⑤
１
９
４
３
年 

（
戦
時
中
）

⑥
１
９
５
１
年 

常
磐
女
子
高
等
学
校

⑦
１
９
６
６
年 

︻
制
服
︼

現
在
も
講
堂
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
２
つ

の
校
旗
。
中
央
の
文
字
の
違
い
が
分
か

る
で
し
ょ
う
か
。
三
方
を
囲
む
松
の
図

案
は
、
高
校
の
建
つ
地
に
並
ん
で
い
た

松
の
木
に
由
来
し
、「
永
遠
の
繁
栄
と
変

わ
ら
な
い
節
操
」を
表
し
て
い
ま
し
た
。

︻
校
旗
︼

５
つ
の
校
訓
は
、

共
学
化
ま
で
の
約

６０
年
に
亘
っ
て
掲

げ
ら
れ
ま
し
た
。

正
面
玄
関

近
く
に

飾
ら
れ

る
ト
ロ

フ
ィ
ー

の
数
々
。
常

磐
は
陸
上
競
技
に
強
く
、
高
校
ス
ポ
ー

ツ
界
に
そ
の
名
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

︻
校
訓
︼

１
９
４
１
～

︻
ト
ロ
フ
ィ
ー
︼ １
９
６
０
～

1993 19851994 1983 19801984

2002年
（平成14）

常
磐
短
期
大
学
の
幼
児
教
育
学
科
を

幼
児
教
育
保
育
学
科
に
名
称
変
更

2
0
0
2（
平
成
14
）年

●
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
大
会
開
催 

●
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
茨
城
県
開
催 

①

②③④

⑤⑥⑦

︻
制
服
・
校
旗
・
校
訓
︼

２
０
０
０
～

２
０
０
９

２
０
０
７

大学：創立十周年記念式典 大学：当時のキャンパス風景短期大学：幼児教育学科授業風景 短期大学：調理実習の様子 短期大学：ときわ祭に盛り上がる正門大学：常磐大学 開学式

過
去

past現
在

present
常
磐
で一
番
長
い
歴
史
を
持
つ
高
校
。

こ
こ
に
は
常
磐
の
移
り
変
わ
り
を

今
に
伝
え
る
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。

高
等
学
校

其
の
弐

学
校
の
発
展
や
学
生
の
成
長
を
願
う

記
念
品
、ア
ー
ト
作
品
が
、キ
ャ
ン
パ
ス
の

そ
こ
か
し
こ
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

短
期
大
学
・大
学

其
の
参

現
在

present

常
磐
大
学
短
期
大
学
部
附
属
幼
稚
園
を

常
磐
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
に
名
称
変
更

1
9
9
3（
平
成
5
）年

●
茨
城
県
立
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
竣
工 
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特集 法人開学100周年

2006年
（平成18）

常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
に

地
域
政
策
学
科
を
増
設

常
磐
短
期
大
学
の
教
養
学
科
と

経
営
情
報
学
科
を
統
合
し
、

キ
ャ
リ
ア
教
養
学
科
を
設
置

2003年
（平成15）

2005年
（平成17）

学
校
法
人
名
称
を「
常
磐
学
園
」か
ら

「
常
磐
大
学
」
に
変
更

2
0
0
5（
平
成
17
）年

●
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業

2
0
0
7（
平
成
19
）年

●
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
2
0
0
7
」
開
催 

常
磐
大
学
大
学
院

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
研
究
科
修
士
課
程
設
置

2004年
（平成16）

常
磐
大
学
人
間
科
学
部
の

人
間
関
係
学
科
と
組
織
管
理
学
科
を
改
組
し
、

心
理
教
育
学
科
お
よ
び
現
代
社
会
学
科
を
設
置

常
磐
大
学
国
際
学
部
の
国
際
協
力
学
科
と

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
を
改
組
し
、

国
際
関
係
学
科

（
国
際
協
力
学
専
攻
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
専
攻
）

お
よ
び
英
米
語
学
科
を
設
置

常
磐
大
学
大
学
院

被
害
者
学
研
究
科
修
士
課
程
設
置

常
磐
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
を

常
磐
大
学
幼
稚
園
に
名
称
変
更

2008年
（平成20）

常
磐
大
学
人
間
科
学
部
の

心
理
教
育
学
科
を
改
組
し
、

心
理
学
科
お
よ
び
教
育
学
科
を
設
置

2
0
0
8（
平
成
20
）年

●
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催

●
第
23
回
国
民
文
化
祭
・

　
い
ば
ら
き
2
0
0
8
開
催

常
磐
大
学
人
間
科
学
部
の

現
代
社
会
学
科（
組
織
管
理
学
コ
ー
ス
）
と

国
際
学
部
の
国
際
関
係
学
科（
国
際
協
力
学
専
攻
、

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
専
攻
）
を
改
組
し
、

国
際
学
部
に
経
営
学
科
を
設
置

常
磐
短
期
大
学
の
生
活
科
学
科

食
物
栄
養
専
攻
を
改
組
し
、

常
磐
大
学
人
間
科
学
部
に

健
康
栄
養
学
科
を
設
置

常
磐
短
期
大
学
の
生
活
科
学
科

生
活
科
学
専
攻
の
募
集
を
停
止
し
、

キ
ャ
リ
ア
教
養
学
科
の
収
容
定
員
を
増
員

智
学
館
中
等
教
育
学
校
を
開
校

（
11
月
1
日
智
学
館
中
等
教
育
学
校
創
立
記
念
日
）

2008 2007 2006 20062007

こ
れ
ま
で
の
常
磐
の
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
た
、学
生
・
生
徒
の
声
。

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
、学
生
・
生
徒
た
ち
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、

何
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

● 

教
養
科

﹁
多
く
の
資
格
が
取
れ
る
の
が
教
養
科
の
特
徴
。

中
で
も
秘
書
士
は
人
気
が
高
く
、
多
く
の
学
生
が

資
格
取
得
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。﹂

● 

家
政
科

﹁
や
さ
し
く
、
頼
も
し
い
先
生
方
に
恵
ま
れ
、
家
庭

を
築
き
上
げ
る
上
で
の
基
礎
と
な
る
生
活
技
術
な

ど
を
完
全
に
マ
ス
タ
ー
で
き
ま
す
。﹂

1987短大案内
「常磐学園
 短期大学'87
 入学要覧
 TO FRIENDS」
学生インタビューより

● 

人
間
科
学
部
人
間
関
係
学
科

﹁
本
当
の
豊
か
さ
と
は
心
の
豊
か
さ
だ
と
口
で
は
言

え
る
け
ど
、そ
れ
が
何
な
の
か
。
こ
れ
か
ら
も
テ
ー
マ

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。﹂

● 

人
間
科
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

﹁
こ
の
学
科
を
選
ん
だ
の
は
、マ
ス
コ
ミ
に
つ
い
て
勉

強
し
た
か
っ
た
か
ら
。
夢
は
世
界
を
舞
台
に
駆
け
回

る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
す
。﹂

● 

国
際
学
部 

国
際
協
力
学
科 

﹁
周
り
に
は
意
欲
に
あ
ふ
れ
た
人
ば
か
り
。
サ
ー
ク
ル

仲
間
と
水
戸
の
F
M﹃
ぱ
る
る
ん
﹄で
、パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
を
務
め
ま
し
た
。﹂

● 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
学
科

﹁
常
磐
で
の
経
験
を
活
か
し
、
農
業
お
こ
し
を
ビ
ジ

ネ
ス
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
を
巻
き
込
む
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
に
な
れ
ば
嬉
し
い
。﹂

開
学
1
0
0
周
年
を
迎
え
る（
11
月
）　

1998学部案内
「人間科学の冒険」
人間科学部
Document より

2009年
（平成21）

2003大学創立20周年
記念リーフレット

「実学、新世紀へ～
人の中へ、時代の中へ、
地域の中へ」
在学生アンケート より

2007高校案内
「みんな
常磐に集まれ！」
先輩に
聞いてみよう より

2008.9
大学・短大
広報紙

「TOKIWA
GENKI NEWS 
vol.10」より

学校法人常磐大学
●常磐大学大学院
  人間科学研究科博士課程（後期）
  人間科学研究科修士課程
  被害者学研究科修士課程
  コミュニティ振興学研究科修士課程
●常磐大学
  人間科学部
   心理学科
   教育学科
   現代社会学科
   コミュニケーション学科
   健康栄養学科
  国際学部
   経営学科
   英米語学科
  コミュニティ振興学部
   コミュニティ文化学科
   地域政策学科
   ヒューマンサービス学科
●常磐短期大学
   キャリア教養学科
   幼児教育保育学科
●常磐大学高等学校
●智学館中等教育学校
●常磐大学幼稚園

2009.3
学校法人常磐大学
学報

「Topos. vol.52」より

ト
キ
ワ
・
ス
ク
ラ
ッ
プ

コ
ラ
ム
②

﹁
野
球
部
の
雰
囲
気
に
惹
か
れ
、こ
こ
で
野
球
が
し

た
い
！
と
入
学
。
今
は
甲
子
園
目
指
し
て
毎
日
練

習
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。﹂

﹁
校
舎
の
美
し
さ
と
、
先
生
方
の
優
し
く
楽
し
い
授

業
に
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ト
キ
ワ
を
勧
め
て

く
れ
た
母
と
先
生
に
感
謝
！
﹂

● 

交
換
留
学
で
ア
メ
リ
カ
へ

﹁
文
化
を
学
び
な
が
ら
英
語
力
を
向
上
さ
せ
た
い
で

す
。
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
有
意
義
な
交
換

留
学
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。﹂

● 

証
券
外
務
員
資
格（
Ⅱ
種
）を
取
得

﹁
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
資
格
取
得
対
策
講

座
に
参
加
。
専
門
用
語
も
覚
え
て
し
ま
え
ば
ニュ
ー

ス
が
理
解
で
き
て
お
も
し
ろ
い
で
す
。﹂

● 

智
学
館
第
1
回
英
語
暗
唱
大
会
の
開
催

﹁
家
族
に
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、
友
達
と
一
緒
に
練
習

し
た
り
と
毎
日
頑
張
っ
て
き
た
の
で
、
優
勝
し
た
時

は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。﹂

● 

大
学
院
修
了
生
か
ら
臨
床
心
理
士
が
誕
生

﹁
相
談
に
応
じ
て
い
る
の
は
、さ
ま
ざ
ま
な
障
害
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
。
学
問
的
な
知
識
と
、現
場
で
の
ス

キ
ル
が
必
要
な
ん
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。﹂

【現在の組織構成】

コ
ラ
ム 

2

大学：当時のキャンパス風景智学館：コミュニケーションスペース 高校：コールラボを使った英語の授業 短期大学：キャリア教養学科「テーブルマナー実習」短期大学：創立40周年記念式典
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常
磐
に

は
じ
ま
る

出
会
い

ひ
ろ
が
る
絆

 

法
人
開
学
1
0
0
周
年
シ
リ
ー
ズ

「
常
磐
・
ひ
と
・
歴
史
」

常
磐
に
は
い
つ
の
時
も
多
く
の
人
が
集
い
ま

す
。
先
生
や
仲
間
と
の
出
会
い
は
卒
業
し
て

も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、次
の
世
代
へ
、そ
の
絆
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
時
代
を
超
え
て

絆
を
育
む
、2
組
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1 世代を超えたゼミ生みんなで集合写真
2 実験用にハト、インコ、ハムスター、ヒヨコを飼育
3 いつもゼミ生が集う動物心理学実験棟

常磐大学
人間科学部

心理教育学科
森山

ゼミナール

横須賀敬章さん（86年度大学卒・元事務局長、創立時からのメンバー）
根本知計さん（87年度大学卒・正指揮者）
長南直宏さん（98年度大学卒・現事務局長）

現役学生とともに
大学硬式野球部初
の全国大会を応援

常磐大学
吹奏楽団OB会

TOKIWA
おんぷの会

森山哲美 教授
（前列右から2番目）

ゼミ生（4年）
　海老澤功貴さん
　浅野諒さん
ゼミ生（3年）
　稲見優さん
　石橋美香子さん
大学院生
　沼倉豪輔さん
　石井要伸さん
　小幡知史さん
卒業生
　佐藤隆弘さん
　（93年度大学卒）

　松田和子さん
　（98年度大学卒）

　橋本直さん
　（98年度大学卒）

お話を伺った方

お話を伺った方

3

2

「TOKIWAおんぷの会」主催の「同奏会」
2007年11月23日
ひたちなか市文化会館大ホールにて

パンフレットや
CDも作成 1

98年の森山ゼミの集合写真には、
卒業生の橋本さん、松田さんの姿が

｜

院
生
の
方
も
授
業
に
参
加

さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

森
山
教
授　

院
生
は
チ
ー
ム
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
沈
滞
し
て
い
る
と
き

に
話
し
か
け
、
議
論
を
盛
り
上
げ
る

役
で
す
。

院
生
小
幡　

行
動
分
析
学
は
筋
道
に

沿
って
説
明
で
き
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

院
生
沼
倉　
ゼ
ミ
生
が
懸
命
に
聞
い

て
く
れ
る
の
で
、
指
導
に
参
加
し
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

｜

卒
業
生
と
は
ど
ん
な
交
流

を
持
た
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

森
山
教
授　

よ
く
集
ま
っ
た
り
、
ふ

ら
り
と
教
室
に
遊
び
に
来
て
く
れ
た

り
し
ま
す
よ
。
良
い
人
と
の
出
会
い

が
前
向
き
に
な
る
力
を
く
れ
る
。
人

間
関
係
を
築
く
こ
と
は
と
て
も
重
要

で
す
ね
。
ま
た
、一
昨
年
は
大
規
模
な

同
窓
会
を
開
催
し
、80
人
近
く
が
集

ま
り
ま
し
た
。
今
年
も
現
役
生
が

準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。

O
G
松
田　

こ
の
同
窓
会
を
現
役

生
が
企
画
し
て
く
れ
た
こ
と
が
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ぜ
ひ
継
続
し

て
開
催
し
た
い
で
す
ね
。

O
B
佐
藤　
ゼ
ミ
で
は
、
発
表
を
通

じ
て
人
に
伝
え
る
技
術
の
基
礎
が
身

に
付
き
ま
し
た
。

O
B
橋
本　

目
標
を
ひ
と
つ
に
し
た

と
き
の
集
団
の
力
を
知
っ
た
森
山
ゼ

ミ
な
し
に
、
私
の
大
学
生
活
は
語
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
ゼ
ミ
の
影
響
は

大
き
な
も
の
で
す
。

（
敬
称
略
）

大
学
開
学
当
初
か
ら
開
講
さ
れ
て
い

る
森
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
。
動
物
実
験
な
ど

を
用
い
な
が
ら
、
行
動
分
析
学
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
ま
す
。
人
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
す
る
こ
の
ゼ
ミ
で
は
、
学
生

同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
約
20
年
間
に
輩
出

さ
れ
た
多
く
の
先
輩
方
と
も
楽
し
い

交
流
が
あ
る
そ
う
で
す
。

｜

森
山
ゼ
ミ
の
特
徴
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
。

4
年
海
老
澤　

先
輩
と
の
つ
な
が
り

が
濃
い
の
で
、
人
間
関
係
が
広
が
り

ま
す
ね
。
常
磐
大
一、
仲
が
い
い
ゼ
ミ

だ
と
思
い
ま
す
。
課
題
に
加
え
、３

年
生
は
動
物
の
世
話
、４
年
生
は
後

輩
の
指
導
な
ど
す
る
こ
と
が
多
く
大

変
で
す
が
、一
緒
に
関
わ
る
の
で
自
然

に
団
結
感
が
生
ま
れ
る
ん
で
す
。

４
年
浅
野　
１
年
中
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
と
き
わ
祭
で

は
行
動
分
析
学
を
応
用
し
た
恒
例
の

ハ
ム
ス
タ
ー
レ
ー
ス
を
開
催
。
お
客
さ

ん
も
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。

3
年
稲
見　

私
は
こ
れ
か
ら
挑
戦
す

る
ヒ
ヨ
コ
の
実
験
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

３
年
石
橋　

と
に
か
く
森
山
先
生

が
熱
心
な
方
で
す
。
個
別
面
談
を
し

て
く
だ
さ
る
の
で
安
心
し
て
勉
強
で

き
ま
す
。

院
生
石
井　

大
学
院
で
指
導
教
員

を
決
め
る
際
、
先
生
が「
一
緒
に
勉
強

し
よ
う
」と
言
わ
れ
、同
じ
研
究
者
と

し
て
見
て
く
だ
さ
る
熱
意
を
感
じ
ま

し
た
。

れ
た
そ
う
で
す
ね
。

長
南　
大
学
硬
式
野
球
部
の
全
国
大

会
出
場
に
あ
た
り
、
急
き
ょ
現
役
学

生
と
合
同
バ
ン
ド
を
結
成
し
て
応
援
に

行
き
ま
し
た
。
急
ご
し
ら
え
で
も
形
に

な
っ
た
の
は
、日
頃
か
ら
連
携
を
密
に
し

て
い
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
も
、
学
生
と
の
何
気
な
い
会

話
が
き
っ
か
け
で
O
B
と
の
合
同
演
奏

会
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

｜

長
年
に
わ
た
っ
て
活
動
さ
れ

て
い
る
秘
訣
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

横
須
賀　

私
た
ち
は
プ
ロ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
指
揮
者
の
要
求
に
応

え
る
演
奏
が
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
が
納
得
い
く
も
の
に
な
る

と
、
仲
間
意
識
が
強
く
な
り
ま
す
。

そ
う
し
て
、ま
た
次
も
演
奏
し
よ
う
、

と
な
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

長
南　

お
互
い
が
協
力
し
あ
っ
て
、

自
分
の
ペ
ー
ス
を
守
り
な
が
ら
も
活

動
に
参
加
で
き
る
こ
と
も
理
由
の一つ

だ
と
思
い
ま
す
。

｜

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
会
は

ど
ん
な
存
在
で
し
ょ
う
。

根
本　
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

横
須
賀　
「
家
族
」
で
す
。
会
員

み
ん
な
で
喜
怒
哀
楽
を
味
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
末
長
く

「
T
O
K
I
W
A
お
ん
ぷ
の
会
」で
活

動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

常
磐
大
学
・
常
磐
短
期
大
学
で
活
動
す
る

常
磐
大
学
吹
奏
楽
団
の
O
B
・
O
G
会
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
「
T
O
K
I
W
A
お

ん
ぷ
の
会
」。
1
9
8
5（
昭
和
60
）年
の

創
立
か
ら
25
年
、現
在
は
1
1
0
名
の
方

が
在
籍
さ
れ
、演
奏
活
動
や
現
役
学
生
の

援
助
を
続
け
て
い
ま
す
。
昨
年
、大
学
硬

式
野
球
部
が
全
国
大
会
に
出
場
し
た
際

に
も
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

｜

会
で
は
ど
ん
な
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

長
南　

自
分
た
ち
の
演
奏
会
は「
同

奏4

会
」
と
いっ
て
、
3
年
に
1
回
ほ
ど

開
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

「
演
奏
は
し
っ
か
り
、
で
も
肩
ひ
じ

張
ら
ず
に
楽
し
く
」
と
い
っ
た
雰
囲

気
で
取
り
組
ん
で
い
て
、
入
会
し
て
い

な
い
卒
業
生
に
も
声
を
か
け
た
り
、

託
児
室
を
設
け
る
な
ど
、
参
加
し
や

す
い
よ
う
に
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
役
学
生
の
援
助
も
重
要
な

活
動
で
、
演
奏
指
導
や
手
伝
い
な
ど

要
望
が
あ
れ
ば
何
で
も
行
い
ま
す
。

根
本　

新
入
会
員
か
ら
一
期
生
ま

で
、年
が
離
れ
た
先
輩
・
後
輩
、仕
事

も
違
う
者
同
士
が
集
ま
っ
て
活
動
す

る
と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
ね
。

横
須
賀　

毎
年
有
志
で
旅
行
に
行
っ

た
こ
と
も
思
い
出
深
い
で
す
。
ま
た
縁

の
広
が
り
と
し
て
は
、
私
は
こ
の
会
を

き
っ
か
け
に
結
婚
し
ま
し
た
し
、多
数

の
カ
ッ
プ
ル
が
在
籍
し
て
い
ま
す
ね
。

｜

昨
年
11
月
は
現
役
学
生

と
、野
球
の
応
援
団
を
結
成
さ

特集 法人開学100周年
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100年の間、社会とともにさまざまに姿を変えて
きた常磐。現在親しんでいる建物は、昔どんな姿
をしていたのでしょうか。過去の写真に時をさかの
ぼってみれば、常磐の原点が見えてくるはずです。

学び舎
編

高校正門
SCENE #01

幼稚園園舍
SCENE #02

「ゴミはゴミ箱に☆」
私は、ボランティアサークル「ピッカー」に所属し

ています。ピッカーの主な活動は、大学構内や地域
のゴミ拾いです。夏休みには大洗海岸に行ってゴミ
拾い活動を行ったりもしています。今年は、構内の
ゴミ拾いに力をいれて活動を行う予定です。
ゴミ拾いは、やろうと思えば1人でもできる活動で

す。しかしみんなで協力することで、広い範囲のたく
さんのゴミを拾うことができます。また、ゴミ拾いを
した後はその場所が綺麗になるだけでなく、気分的
にも気持ちがよく、達成感を味わうことができます。
私たちは１つでも多くのゴミを拾い、ゴミがひとつも
ない環境づくりを目指して活動しています。
ゴミの中で１番多いのはタバコの吸い殻です。道

を歩いていても、タバコの吸い殻が捨ててあるの
をよく目にします。「塵も積もれば山となる」という
ことわざがありますが、全くその通りだと思います。
小さなタバコの吸い殻でも、みんなで捨てれば大き
なゴミになります。
タバコの吸い殻に限らず、「自分だけなら」という

安易な考えでゴミのポイ捨てをする人がいます。で
は、そう考える人が大勢いたらどうでしょう。きっと
身の回りはゴミだらけになってしまうと思います。
自分がポイ捨てしたゴミは、誰かの迷惑になってい

るかもしれません。あるいは、誰かが代わりにゴミ
箱に捨ててくれているかもしれません。当たり前か
もしれませんが、ゴミはゴミ箱に！そうすることで自
分も周りの人も快適な生活が送れるようになると思
います。一人ひとりの心掛けと少しの行動で変えら
れるものはたくさんあると思います。みなさんのご
協力よろしくお願いします。

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト

特集 法人開学100周年

1981

1970（昭和45）年に建て
られたこの園舍の特徴はト
ンガリ帽子の赤い屋根。
年長、年少が各２クラス、
約160名の園児が通って
いました。

常磐大学に隣接する幼稚園。緑
いっぱいのトキワの森や、湧き水
の豊かな水生植物園など、たくさ
んの自然に囲まれています。

2009
常磐大学幼稚園

常磐学園短期大学
附属幼稚園

1939
5年越しで完成したこの門。
当時の校長 諸澤道之介は
自ら計画、現場を監督するほ
ど校門の新築を楽しみにし
ていたようです。

2000年の共学化ととも
に、その年の８月から
お目見えした現在の正
門。毎年、この門をく
ぐって約400人の新1
年生が入学します。

2009
常磐大学高等学校

現在の常磐大学高等学校の前身、常磐高等女学校。1937
（昭和12）年に落成した女学校の校舎は、普通教室４室、裁
縫・作法・家事などのための特別教室を３室持っていました。
後に戦災で焼失してしまいましたが、石造りの門柱は現在も高
校の敷地内に立ち続けています。

常磐高等女学校

幼児教育科を有する短期大学の附属機関として設立された幼
稚園。現在も、大学、短期大学の研究成果の実践の場として、
常磐の一貫教育の第一番目として、最新の幼児教育が行われ
ています。そんななか、「しらかば」「ぽぷら」などの組の名前は昔
から変わらずに親しまれています。

ボランティア活動を通して
私は今、図書館で読み聞かせのボランティアス

タッフをしています。活動は月に一度、第二土曜日

に催されているお話し会で絵本や紙芝居を子ども

たちの前で披露しています。友達に誘われて昨年

の夏ごろから参加し始め、私も何度か絵本を読みま

した。また、11月には図書館祭りという行事があり、

ボランティアスタッフ一同で寸劇も行いました。

私はこのボランティア活動に参加して初めて沢山

の人の前で読み聞かせをすることを体験しました。

話す速さ、間の取り方、声色など、自分が普段友達

の前で読むときとはまったく異なり、ただの読み聞

かせと言っても決して「なんとなく」で行える活動で

はありません。そして、この読み聞かせという行為

は、保育士を目指す私にとってはとても貴重な経験

であり、プラスになる活動でもあると感じています。

子どもたちの前で絵本を読むとき、どうすれば本が

見やすくなるか、どれくらいの速さが聞き取りやす

いか、飽きずに聞いていられるような環境をつくる

には何に注意を払えばいいか。これらはすべて経験

があってこその知識になると思っています。

このボランティアの場では、自分よりずっと経験

豊富なスタッフさんの読み聞かせを見ることがで

き、とても参考になります。また、終ってからは必

ず反省会があり、その日に気になったことや改善点

などを討論する時間が設けられ、毎回とても勉強に

なっています。
私たち2年生はこれから保育実習、幼稚園実習が

あります。その実習に臨むにあたって、自分が今経

験していることや得た知識を存分に生かしていけれ

ばと思います。そのためにもこのような課外活動の

時間を大切にし、頑張っていきたいと思います。

常磐短期大学
幼児教育保育学科 2年

鈴木保奈美

常磐大学人間科学部コミュニケーション学科 4年
川野邊恵
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こ
こ
数
年
私
は
、
庭
先
の
狭
い
土
地
を

利
用
し
て
野
菜
作
り
な
ど
を
し
て
い
る
。

前
か
ら
家
庭
菜
園
や
園
芸
に
は
興
味
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、ど
こ
か
年
寄
り
染
み

て
い
て
、
定
年
退
職
者
の
持
て
る
時
間
の

消
化
法
く
ら
い
に
し
か
思
え
ず
、
余
り
乗

り
気
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
近
所
の
家

庭
菜
園
を
見
て
い
る
と
、
土
日
と
も
な
れ

ば
家
族
総
出
で
朝
か
ら
夕
方
ま
で
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
る
。
し
か
も
楽
し
そ
う
で
あ

る
。
何
が
そ
ん
な
に
面
白
い
の
だ
ろ
う
。

や
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
る
ま
い
。
こ
れ
が

始
め
る
キ
ッ
カ
ケ
で
あ
っ
た
。

　

必
要
な
道
具
を
揃
え
い
ざ
始
め
て
み
る

と
、
土
起
こ
し
や
畝
の
切
り
方
か
ら
、
堆

肥
の
調
達
、
苗
の
植
え
方
、
風
除
け
、
道

具
の
手
入
れ
ま
で
、
こ
れ
が
な
か
な
か
忙

し
い
。
で
き
る
だ
け
自
然
農
法
で
や
ろ
う

と
す
る
と
、
東
京
近
郊
で
も
林
が
減
り

落
葉
集
め
に
苦
労
し
、
堆
肥
作
り
が
難
し

い
。
ま
た
、
経
験
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
で

あ
る
が
、
連
作
障
害
や
土
壌
の
酸
性
化
に

も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
作
障

害
は
作
付
け
を
変
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る

が
、
土
壌
の
酸
化
に
は
石
灰
を
撒
い
て
土

壌
を
中
和
す
る
必
要
が
あ
る
。
石
灰
を

撒
く
こ
と
は
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
全

く
目
的
外
の
石
灰
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
も
あ
る
。
夏
に
は
、ナ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
、

ピ
ー
マ
ン
、冬
に
は
、カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
を
植
え
て
い
る
。

　

私
の
農
業
は〝
遊
び
〟だ
か
ら
よ
い
の
だ

が
、
本
業
の
農
家
は
大
変
で
あ
る
。「
作

れ
ば
売
れ
る
」
時
代
か
ら
「
売
れ
る
も
の

を
作
る
」
時
代
へ
と
、
国
内
、
国
際
市
場

を
め
ぐ
る
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
市
場
に
出
回

る
野
菜
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
ト
マ

ト
な
ど
は
そ
の
代
表
例
で
、
加
工
用
や
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
の
調
理
用
に
使
わ
れ
る

比
重
が
増
し
た
結
果
、
昔
懐
か
し
い
青
臭

い
酸
味
の
あ
る
、
種
の
多
い
ト
マ
ト
に
代
わ

り
果
肉
の
多
い
甘
味
系
の
も
の
が
主
流
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
年
配
者
に
は
馴
染

み
の
、
長
人
参
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
丈
の
短

い
人
参
、
関
東
地
方
で
い
う
京
菜
を
改
良

し
た
水
菜
の
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

消
費
者
の
好
み
や
農
家
の
栽
培
の
し
や
す

さ
、収
益
性
な
ど
が
新
品
種
や
改
良
種
を

次
々
に
生
み
出
し
て
い
る
が
、
私
は
敢
て
、

棘
の
鋭
い
昔
な
が
ら
の
キ
ュ
ウ
リ
、
青
味
臭

い
、
あ
の
懐
か
し
い
ト
マ
ト
な
ど
を
育
て
て

い
る
。
自
分
好
き
の
野
菜
を
、コ
ス
ト
や

経
営
を
度
外
視
し
て
作
れ
る
の
が〝
趣
味

農
業
〟の
良
さ
で
あ
る
。

　

何
年
か
続
け
て
み
て
改
め
て
分
か
っ
た

こ
と
は
、
野
菜
も
生
き
も
の
、
手
を
か
け

て
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
手
応
え
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
昔
、
子
ど
も
の
頃
、
農

家
の
人
達
が
麦
の
芽
を
踏
ん
だ
り
、
出
た

ば
か
り
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
芽
を
摘
ん
だ
り

す
る
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
折
角

出
て
き
た
芽
を
何
故
取
り
除
い
た
り
、
踏

み
つ
け
て
し
ま
う
の
か
、
当
時
は
不
思
議

に
思
っ
た
が
、
こ
の
農
作
業
が
「
麦
踏
み
」

「
芽
欠
き
」
と
い
っ
て
、
丈
夫
な
麦
を
育

て
た
り
、
規
格
に
あ
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収

穫
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
仕
事
で
あ
る
と

知
っ
た
の
は
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

農
業
に
は
、
必
要
な
時
に
、
必
要
な
為
す

べ
き
仕
事
が
あ
る
。
雑
草
取
り
や
害
虫

駆
除
も
全
く
同
じ
で
、「
時
」
は
待
っ
て
く

れ
な
い
の
で
手
抜
き
が
で
き
な
い
。

　

本
職
を
持
つ
身
の
私
の
菜
園
作
り
は
、

頭
の
中
に
明
日
へ
の
仕
事
の
段
取
り
や

諸
々
の
こ
と
を
残
し
て
の
作
業
な
の
で
、い

わ
ゆ
る
達
人
の
そ
れ
と
は
程
遠
い
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
雑
念
の
中
に
も
思
わ

ぬ〝
余
録
〟は
あ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、
麦
や
稲
な
ど
は
根
が
分
か
れ
て
増
え

る
「
ぶ
ん
け
つ
」
と
い
う
現
象
に
よ
っ
て
大

き
な
株
に
な
る
。
こ
の
言
葉
を
知
っ
た
の

は
ず
っ
と
以
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
実
際

に
辞
書
に
あ
た
り
、
そ
の
漢
字
と
意
味
に

土
に
親
し
む

常磐大学
国際学部 教授

粕谷雄二
明治大学大学院政治経済学
研究科経済学専攻博士課程
単位取得満期退学。経済学
修士。専門：国際経済学、開
発経済学。国際経済学会、
アジア政経学会員。

　

人
生
と
は
不
思
議
な
も
の
で
、
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
し
た
偶
然
か
ら
、
人
生
の
方
向

が
決
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
も
の
で

す
。
と
は
言
っ
て
も
、進
む
べ
く
し
て
そ
う

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
・・・。
私
と
二

科
会
と
の
出
会
い
は
、
偶
然
に
も
歯
痛
か

ら
で
し
た
!?
そ
も
そ
も
、
絵
の
道
に
進
も

う
と
美
術
大
学
受
験
を
決
め
た
の
も
、
同

じ
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

高
校
時
代
は
、
進
路
も
考
え
ず
、
絵
の

こ
と
も
忘
れ
て
、
ひ
た
す
ら
弓
道
に
熱
中

し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
突
然
虫
歯

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

私
が
通
っ
て
い
た
歯
科
医
師
は
、小
学
生

の
頃
よ
り
絵
の
指
導
を
受
け
て
い
た
先
生

で
、二
科
展
に
も
出
品
さ
れ
て
い
た
方
で
し

た
。
顕
微
鏡
で
観
た
生
命
の
営
み
の
世
界

を
抽
象
的
に
描
い
た
作
品
で
、
当
時
の
美

術
雑
誌「
み
ず
ゑ
」に
掲
載
さ
れ
た
り
し
て

い
た
新
進
気
鋭
の
抽
象
画
作
家
で
す
。

　

そ
の
先
生
か
ら
、
歯
の
治
療
中
に
、『
絵

は
ず
っ
と
続
け
た
方
が
い
い
』
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
美
大
に
進
む
こ

と
を
決
心
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
美
大

を
卒
業
し
て
、
個
展
は
し
て
い
た
も
の
の
、

公
募
展
に
も
出
品
し
た
い
と
考
え
、
日
展

系
に
し
よ
う
か
在
野
系
に
し
よ
う
か
と

迷
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、ま
た
し
て

も
歯
痛
に
襲
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
治
療

中
、今
度
は『
何
処
か
、公
募
展
に
出
し
て

い
る
の
?
』と
聞
か
れ
、
迷
っ
て
い
る
こ
と

を
お
話
し
ま
し
た
。
す
る
と
、二
科
会
の

素
晴
ら
し
さ
を
話
さ
れ
、二
科
会
の
重
鎮

で
後
に
芸
術
院
会
員
に
な
ら
れ
た
服
部
正

一
郎
先
生
を
ご
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
の
で

す
。
そ
こ
か
ら
、
私
の
二
科
会
人
生
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

二
科
会
と
は
、
大
正
3
年
に
文
部
省
美

術
展
覧
会（
日
展
の
前
身
）か
ら
若
き
作

家
達（
山
下
新
太
郎
、
有
島
生
馬
、
石
井

柏
亭
等
）が
飛
び
出
し
て
作
っ
た
会
で
、新

し
い
表
現
を
重
視
す
る
こ
と
を
伝
統
に
し

て
い
る
会
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、モ
デ
ル

や
風
景
な
ど
を
た
だ
単
に
写
し
た
絵
は
、

例
え
真
面
目
に
取
り
組
ん
だ
と
し
て
も

認
め
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
絵
は

『
真
面
目
過
ぎ
て
面
白
く
な
い
。
』
と
言

わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
作
者
の
表
現
意
図

が
明
確
に
表
わ
れ
て
い
て
、し
か
も
洒
落
っ

気
が
あ
り
、バ
ロ
ッ
ク
音
楽
や
シ
ャ
ン
ソ
ン
の

様
な
雰
囲
気
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
会
な

の
で
す
。

　

そ
の
二
科
展
は
毎
年
9
月
開
催
で
す

の
で
、
7
・
8
月
は
制
作
で
忙
し
い
日
々
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、服
部
先
生
の

お
宅
へ
、
車
の
屋
根
に
作
品
を
積
ん
で
運

ん
で
行
き
、指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
た
だ
単
に
上
手
い
と
い
う
絵

の
時
は
、『
い
い
ね
』
と
だ
け
言
わ
れ
て
窓

の
外
を
眺
め
て
し
ま
い
ま
す
。
と
に
か
く
、

窓
の
外
を
見
ら
れ
た
ら
お
し
ま
い
で
す
の

で
、
そ
う
さ
れ
な
い
よ
う
必
死
で
制
作
し

ま
し
た
。
稚
拙
な
絵
で
あ
っ
て
も
表
現
に

な
っ
て
い
る
時
は『
お
も
し
ろ
い
ね
』と
言

わ
れ
、
懇
切
丁
寧
に
指
導
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
た
い
て
い
の
場
合
は「
考

え
落
ち
」の
指
導
で
、一
番
聞
き
た
い
と
こ

ろ
を
言
っ
て
下
さ
ら
な
い
の
で
す
。
指
導
の

後
は
決
ま
っ
て
お
好
き
な
お
酒
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。ご
指
導
い
た
だ
い
た「
考

え
落
ち
」の
答
え
を
聞
き
た
く
て
、
最
後

ま
で
先
生
に
お
つ
き
あ
い
し
た
も
の
で
し

た
。『
こ
の
よ
う
な
席
で
、
絵
の
話
は
野

暮
』
と
お
っ
し
ゃ
り
な
が
ら
も
、
ひ
ょ
っ
と

大
事
な
話
を
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
・・・。
呑

ん
で
い
て
も
み
ん
な
真
剣
で
す
。

　

先
生
は
、
我
々
若
輩
者
と
も
気
軽
に
写

生
な
ど
に
も
同
行
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

雲
の
上
の
存
在
の
先
生
と
一
緒
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
皆
現
場
に
着
く
な
り
キ
ャ
ン

バ
ス
に
向
か
う
の
で
す
が
、
先
生
は
フ
ラ
リ

と
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
居
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
後
の
展

覧
会
に
そ
の
風
景
を
油
彩
画
に
し
て
発

表
さ
れ
、我
々
を
驚
か
せ
た
も
の
で
し
た
。

　

写
生
後
一
杯
傾
け
な
が
ら
、『
空
気
を
味

わ
っ
て
、
そ
れ
を
絵
に
し
な
け
れ
ば
駄
目

だ
。』
と
言
わ
れ
、
何
枚
も
の
ス
ケ
ッ
チ
を

我
々
に
見
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
先
生
は
、

そ
の
時
の
空
気（
風
の
香
り
や
陽
気
、
そ
し

二
科
会
と
出
会
っ
て

常磐短期大学 
幼児教育保育学科長 教授

鎌田道夫
武蔵野美術大学造形学部美術学
科卒業。専門：油彩画。二科会
会員、茨城県美術展覧会委員。

て
草
木
の
生
命
力
な
ど
）を
味
わ
い
つ
つ
、絵

と
な
る
構
図
を
探
し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。

　

二
科
展
に
初
出
品
し
て
か
ら
今
日
ま
で

の
約
40
年
間
、
二
科
会
を
通
し
て
い
ろ
い

ろ
な
先
生
方
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
が
、
今
の
私
の
絵
の
ス
タ
イ
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ス
タ
イ
ル
が
完
成
し
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
変

化
し
て
行
く
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
表
現

を
模
索
し
つ
つ
さ
ら
に
描
き
続
け
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
あ
の
時
に
虫
歯
に
な

ら
な
け
れ
ば
、
今
と
は
違
っ
た
人
生
を
歩

ん
で
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
虫
歯
菌
に

感
謝
で
す
。

つ
い
て
納
得
し
た
り
、
尾
花
が
秋
風
に
揺

れ
る
の
を
見
て
、「
そ
よ
ぐ
」っ
て
ど
ん
な
漢

字
を
書
く
の
だ
ろ
う
。
余
計
な
こ
と
ば
か

り
頭
を
過
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、い
わ
ば
雑
念
に
満
ち
た

農
作
業
は
楽
し
い
趣
味
の
時
間
な
の
で
あ

る
が
、
あ
る
達
人
に
い
わ
せ
る
と
、
そ
れ
で

は
失
格
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
達
人

曰
く
。
本
職
を
持
つ
身
な
れ
ば
こ
そ
、
趣

味
の
時
間
に
は
頭
を
空
に
し
て
こ
れ
に
没

頭
し
、
仕
事
の
時
に
は
ス
パ
ッ
と
頭
を
切

り
換
え
て
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る

と
。
い
つ
こ
の
達
人
の
域
に
達
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
楽
し
み
で
あ
る
。
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私
は
、
学
生
時
代
よ
り
体
操
競
技
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
選
手
で
は

な
く
な
っ
た
今
も
体
操
競
技
と
関
わ
れ
る

仕
事
に
就
け
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
っ
て
い

ま
す
。

　

自
分
の
経
験
を
元
に
体
操
競
技
と
い

う
ス
ポ
ー
ツ
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
理

解
し
、
体
感
し
て
頂
き
た
く
指
導
者
の

道
を
選
び
ま
し
た
。
体
操
の
指
導
に
あ

た
る
よ
う
に
な
り
、大
き
な
理
想
を
掲
げ

て
歩
み
だ
し
た
10
年
前
。
し
か
し
、
現
在

で
は
当
初
の
夢
で
も
あ
り
目
標
で
も
あ
っ

た『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
育
て
た
い
』と

い
う
こ
と
は
簡
単
に
口
に
出
来
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

指
導
者
と
し
て
多
く
の
選
手
と
向
き

合
っ
て
い
く
中
で
、
学
ぶ
こ
と
は
山
の
よ
う

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
改
良
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
数
多
く
な
り
、
指

導
方
法
も
年
々
多
く
の
諸
先
生
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
よ
り
改
善
し
、
進
化
さ
せ
て

き
ま
し
た
。
昨
年
は
出
来
る
だ
け
新
し

く
、
効
果
の
あ
る
練
習
方
法
を
取
り
入

れ
る
た
め
、
日
本
体
育
大
学
を
は
じ
め
仙

台
大
学
や
筑
波
大
学
、駒
澤
大
学
、国
士

舘
大
学
な
ど
、
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選

手
が
所
属
し
、
練
習
環
境
の
整
っ
た
学
校

で
合
宿
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
器

具
に
あ
わ
せ
た
技
術
や
練
習
方
法
を
学

ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
羽
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
合
宿
に
参
加
し
た
際
に
は
、イ

ン
タ
ー
ハ
イ
上
位
常
連
校
の
監
督
の
先
生

方
か
ら
ス
リ
ッ
パ
や
履
物
を
そ
ろ
え
る
事

か
ら
、
生
活
の
細
か
な
指
導
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
き
競
技
を
す
る
よ
り
も
前

に
大
切
な
指
導
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
学
ん
で
き
た
こ
と
全
て
を
や
り

き
る
こ
と
は
難
し
く
、
選
手
を
育
て
て
い

く
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
本
校
に
勤
務
し
、
神
尾
先
生
、
滑

川
先
生
（
現
在
磯
原
中
学
校
教
諭
）
と

設
立
し
た
常
磐
ク
ラ
ブ
で
育
っ
た
小
学
生

た
ち
は
今
、
本
校
の
体
操
部
員
と
し
て
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
種
目
別
優
勝
、
全
日
本
選
手

権
出
場
な
ど
数
多
く
の
成
績
を
残
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
今
現
在
小
学
生
や
、
中

学
生
の
選
手
達
も
高
校
生
の
活
躍
を
見

て
大
き
な
夢
や
目
標
を
持
っ
て
練
習
に
励

ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、こ

の
よ
う
な
環
境
が
長
く
続
け
て
い
け
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

体
操
競
技
の
指
導
の
中
で
正
し
い
姿

勢
や
技
術
を
選
手
に
伝
え
る
に
は
、
言

葉
だ
け
で
な
く
出
来
る
だ
け
早
い
段
階

で
実
際
に
そ
の
感
覚
を
実
感
さ
せ
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
し
か
し
、
正
し

い
姿
勢
や
技
術
を
丁
寧
に
選
手
に
伝
え

て
い
く
に
は
限
度
が
あ
り
、一
人
で
見
る

こ
と
の
出
来
る
人
数
は
4
・
5
人
程
度
で

す
。
今
年
の
体
操
部
員
数
は
男
女
合
わ

せ
て
12
人
で
副
顧
問
の
神
尾
先
生
と
二

人
で
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
な
ら
び

に
、
小
中
学
生
の
体
操
競
技
指
導
に
つ
い

て
は
非
常
勤
講
師
の
堀
内
先
生
を
は
じ

め
、
現
在
茨
城
県
内
で
体
操
競
技
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
数
多
く
の
先
生
方
に
ご

協
力
頂
き
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
指
導
者

に
つ
い
て
も
体
操
競
技
人
口
に
つ
い
て
も
、

決
し
て
満
足
の
い
く
人
数
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
沢
山
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
き
ち

ん
と
練
習
出
来
る
場
所
に
恵
ま
れ
て
い
る

と
言
う
事
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

採
点
規
則
の
改
正
に
伴
い
技
の
難
易

度
も
上
が
り
、
よ
り
高
度
な
技
術
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
為
、
今
ま

で
よ
り
安
全
面
に
配
慮
し
た
練
習
方
法

や
環
境
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

我
々
指
導
者
も
選
手
と
共
に
学
び
工
夫

を
し
な
が
ら
成
長
で
き
る
よ
う
努
力
を

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
の
ご
期
待
ご
支
援
に
添

え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

体
操
競
技
指
導
の
難
し
さ

常磐大学高等学校 教諭 

尾西雄一
日本体育大学体育学部卒業後、紀
陽銀行へ入行し３年間体操競技の
社会人チームに所属。1998年から
茨城県で体操クラブ指導員、非常
勤講師を経て現在、常磐大学高等
学校体育科教諭（体操部顧問）。

　
「
異
文
化
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」こ
れ
は

私
が
大
学
時
代
に
単
位
を
と
っ
た
科
目
で

あ
る
。
そ
の
当
時
は
学
ん
で
い
て
も
、
上

辺
だ
け
で
理
解
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
、

多
文
化
国
家
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
留
学

で
気
付
か
さ
れ
た
。

　

留
学
中
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
二
つ
の
家
で

シ
ェ
ア（
複
数
の
部
屋
の
あ
る
家
や
マ
ン
シ
ョ

ン
を
、
数
人
で
借
り
て
家
賃
や
光
熱
費
を

割
り
勘
に
す
る
方
法
）を
体
験
し
た
。
タ

イ
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
、フ
ラ
ン
ス
系
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
な
ど
、
合
わ
せ
て
十
カ
国
以

上
の
人
々
と
暮
ら
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
は
、
各
国
の
国
民

性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
興

味
深
か
っ
た
。「
神
を
信
じ
な
い
人
が
存

在
す
る
な
ん
て
考
え
も
及
ば
な
か
っ
た
。」

と
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
、

高
校
卒
業
し
た
て
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

男
の
子
。「
バ
ス
に
乗
る
た
め
に
並
ぶ
な
ん

て
こ
と
は
、北
京
で
は
な
か
っ
た
。」
と
言
っ

て
い
た
中
国
人
の
女
の
子
。
新
し
い
発
見

の
連
続
で
、
楽
し
く
シ
ェ
ア
生
活
を
送
っ
て

い
た
。

　

し
か
し
、
異
文
化
の
中
で
育
っ
た
者
が
一

緒
に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然

ち
ょ
っ
と
し
た
す
れ
違
い
が
起
き
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
と
冷
蔵

庫
も
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
に
な
る
。
私
の
シ
ェ

ア
し
て
い
た
家
で
も
、
冷
蔵
庫
の
段
の
割

り
振
り
が
あ
っ
た
。
あ
る
朝
、サ
ン
ド
イ
ッ

チ
を
作
ろ
う
と
自
分
の
棚
か
ら
レ
タ
ス

を
取
り
出
す
と
、
何
だ
か
量
が
減
っ
て
い

た
。
次
の
朝
に
は
あ
る
は
ず
の
レ
タ
ス
が

見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
冷
蔵
庫
を
探
す
と
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
女
の
子
の
段
に
移
っ

て
い
た
。
思
い
返
す
と
、
以
前
も
冷
蔵
庫

の
中
に
あ
っ
た
物
が
無
く
な
っ
て
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
皆
に
尋
ね
て
み
る
と
、や
は
り

ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
女
の
子
が
し
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
人
は
家

族
み
た
い
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
食
材
が

切
れ
て
い
た
ら
他
の
人
の
物
を
一
時
借
り

て
料
理
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
と
、
彼
女

は
説
明
し
た
。

　

す
れ
違
い
の
も
う
一つ
の
例
は
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
女
の
子
と
ピ
ザ
を
作
る
こ
と
に

な
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
ピ
ザ
の
具
を
ど

う
す
る
か
で
意
見
が
合
わ
ず
、
気
ま
ず
い

雰
囲
気
の
ま
ま
と
う
と
う
二
種
類
の
ピ
ザ

を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
、

相
手
が
自
分
の
要
求
を
汲
み
取
っ
て
く
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
、
不
満
を
感
じ
た
の
を

覚
え
て
い
る
。

　

シ
ェ
ア
メ
イ
ト
と
の
す
れ
違
い
を
何
度

か
経
験
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
滞
在
五
カ

月
目
に
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

を
専
門
と
す
る
教
授
の
講
義
を
受
け
る

機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
私
を
ハッ
と

さ
せ
た
の
が
、「
真
の
異
文
化
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に
は
、
自
分
自
身
の
文
化

を
十
分
意
識
を
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
ま
た
相
手
の
文
化
を
自
分
の
文
化

以
上
に
意
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（Sukiw
iw

at,1981

）と
い
う
言
葉
で

あ
っ
た
。
一
緒
に
暮
ら
し
始
め
た
時
は
違
い

を
意
識
し
て
い
た
が
、
お
互
い
気
心
が
知

れ
て
き
て
、
私
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
日
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

で
相
手
に
接
し
、
相
手
に
も
日
本
的
な
対

応
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。一
方
、シ
ェ

ア
メ
イ
ト
も
自
国
の
文
化
で
妥
当
と
さ
れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
と
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
レ
タ
ス
の
件
で
は
ニュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
女
の
子
が
、
ピ
ザ
の
件
で
は

私
が
自
国
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法
を
適

用
し
、
相
手
に
も
自
国
風
の
対
応
を
期
待

し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

講
義
を
受
け
て
か
ら
は
、で
き
る
だ
け

客
観
的
に
自
分
と
相
手
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
比
較
し
、
違
い
を
意

識
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
。
そ
れ
で
も
す

れ
違
い
や
納
得
の
い
か
な
い
こ
と
が
起
こ
っ

た
時
は
、
相
手
に
気
持
ち
の
わ
だ
か
ま
り

を
誠
意
持
っ
て
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
率

直
さ
、
他
国
の
文
化
を
理
解
す
る
だ
け
で

な
く
自
分
の
文
化
を
理
解
し
て
も
ら
お

う
と
い
う
積
極
性
、一
緒
に
料
理
を
す
る

と
い
う
共
同
作
業
、
そ
し
て
同
じ
も
の
を

食
べ
て
気
持
ち
を
一つ
に
す
る
こ
と
、
こ
れ

ら
を
も
っ
て
異
文
化
で
あ
る
が
ゆ
え
に
生

じ
た
問
題
に
効
果
的
に
対
処
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

相
手
と
の
距
離
が
縮
ま
る
こ
と
で
気
が

緩
み
、
文
化
の
違
い
に
ま
で
気
が
回
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
机
上

の
勉
強
で
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
彼
ら
と
の
シ
ェ
ア
生
活
を
通
し

て
、
迷
い
な
が
ら
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
生
じ
た

問
題
を
乗
り
越
え
、
さ
ら
に
自
国
の
文
化

と
相
手
の
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
絆
を

深
め
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
異
文
化
に
お

け
る
す
れ
違
い
の
体
験
が
、
私
の
留
学
生

活
を
さ
ら
に
色
鮮
や
か
な
も
の
に
し
て
く

れ
た
と
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

留
学
中
の
気
の
緩
み

智学館中等教育学校 教諭 

小沼香織
青山学院大学文学部英米文学科卒
業後、私立中学・高校に６年勤務。
その後、オーストラリアに留学し、The 
University of SydneyにてGraduate 
Certificate in Teaching English 
as a Foreign Languageを取得。英
会話学校講師を経て現職。
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２
０
０
９
年
３
月
２６
日
（
木
）、
昨
年
に
引

き
続
き
、
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
エ
ド
モ
ン

ト
ン
の
公
立
高
校
ハ
リ
ー
エ
イ
ン
リ
ー
高
校

（Harry Ainlay High School

）よ
り
、１５
名
の

留
学
生
と
６
名
の
引
率
者
・
学
校
関
係
者
が
水

戸
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
本
校
生
７

名
が
ハ
リ
ー
エ
イ
ン
リ
ー
高
校
に
３
か
月
間

の
短
期
語
学
留
学
を
し
、
派
遣
と
受
け
入
れ
が

そ
れ
ぞ
れ
２
度
ず
つ
実
現
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

今
回
は
引
率
者
の
美
恵
子 Ito Fedrau 

先
生
（
国
際
言
語
科
主
任
・
日
本
語
教
諭
）、

Robert Poole 

先
生（
図
書
館
司
書
）に
加
え
、

ハ
リ
ー
エ
イ
ン
リ
ー
高
校
のDavid Jones 

校

長
先
生
と
奥
様
、
美
恵
子
先
生
の
ご
家
族
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。　

　

２６
日
に
成
田
で
出
迎
え
、
水
戸
に
向
か
う

バ
ス
の
中
で
は
、「
こ
ん
に
ち
は
」「
あ
り
が
と

う
」
と
習
っ
た
日
本
語
が
留
学
生
の
間
で
飛

び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
途
中
に
寄
っ
た

道
の
駅
で
は
、
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る vending 

machine 

（
自
動
販
売
機
）に
驚
く
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。
水
戸
に
着
く
と
、
留
学
経
験
や
メ
ー

ル
で
の
や
り
と
り
の
お
か
げ
で
、
ス
ム
ー
ズ
に

顔
合
わ
せ
が
で
き
、
留
学
生
た
ち
は
旅
の
疲
れ

も
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
笑
顔
で
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

翌
２７
日
は
、
朝
９
時
半
よ
り
同
窓
会
館
に

高 等 学 校 大 　 学
　

人
間
科
学
部
健
康
栄
養
学
科
と
茨
城
県
、

セ
ブ
ン

｜

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
連
携
し

て
、
ヘ
ル
シ
ー
な
お
弁
当
を
作
成
す
る
産
官

学
協
同
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
開
発
を
行
っ
た
の
は
、
管
理
栄
養
士

を
目
指
す
学
生
１０
名
と
指
導
に
当
た
る
荒

田
玲
子
准
教
授
。
完
成
し
た
お
弁
当
は
４

月
１０
日
か
ら
水
戸
市
と
茨
城
町
の
セ
ブ
ン

｜

イ
レ
ブ
ン
全
４９
店
舗
で
約
１
カ
月
間
発
売

さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
そ
の
後
茨
城

県
全
域
で
追
加
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
セ
ブ
ン

｜

イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
地
域
活
性
化
包
括
協
定

を
締
結
し
た

茨
城
県
か
ら

の
依
頼
で
ス

タ
ー
ト
。
地
域

の
食
育
と
地

産
地
消
の
普

及
啓
発
な
ど

を
目
的
と
し

人
間
科
学
部
健
康
栄
養
学
科
・
お
弁
当
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ヘル
シ
ー
な
お
弁
当
で

地
域
の
健
康
促
進
に
貢
献

て
い
ま
す
。
茨
城
県
食
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

は
カ
ロ
リ
ー
６
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
以
下
、

野
菜
１
２
０
グ
ラ
ム
以
上
、
塩
分
３
グ
ラ
ム

以
下
の
３
項
目
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、開
発

す
る
お
弁
当
は
こ
の
中
か
ら
最
低
１
つ
の

条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
今
回
は
カ
ロ
リ
ー
と
野
菜
の
基
準
を

ク
リ
ア
す
る
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
２
０
０
８
年
１２
月
か
ら
開

発
に
取
り
組
み
、
茨
城
県
産
の
安
全
な
食
材

や
カ
ロ
リ
ー
減
の
調
理
法
の
選
定
を
開
始

し
ま
し
た
。
ま
た
実
際
に
販
売
す
る
商
品
と

な
る
た
め
、
味
や
見
た
目
の
良
さ
も
重
要
で

す
。
食
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ク
リ
ア
し
た
美

味
し
い
お
弁
当
を
作
る
た
め
、
学
生
た
ち
は

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
試
行
錯
誤
。
お
弁

当
制
作
会
社
に
何
度
も
提
案
を
繰
り
返
し
、

多
く
の
試
作
品
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
進
行
し
ま
し
た
。

　

お
弁
当
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
茨
城
県
産
の

食
材
が
数
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
か
ず
に
は
、
波
崎
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
サ

バ
、
久
慈
浜
ち
り
め
ん
、
キ
ン
グ
ポ
ー
ク
な

ど
を
使
用
。
ま
た
奥
久
慈
大
子
ゆ
ば
や
茨
城

県
産
の
み
ず
菜
な
ど
を
炊
き
込
み
ご
飯
に

加
え
た
ほ
か
、
ご
飯
も
食
物
繊
維
を
摂
取
で

き
る
発
芽
玄
米
や
七
穀
米
な
ど
を
使
用
し

て
健
康
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
つ
い

に
『
お
あ
が
り
な
ん
し
ょ
！
茨
城
の
恵
み

弁
当
』が
完
成
。
発
売
を
翌
日
に
控
え
た
４

月
９
日
、
茨
城
県
庁
に
お
い
て
お
弁
当
完
成

記
者
会
見
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
見
に
は
、
株
式
会
社
セ
ブ
ン

｜

イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
常
磐
大
学
の
関
係
者
が
出

席
。
会
見
に
臨
ん
だ
常
磐
大
学
の
髙
木
勇
夫

学
長
は「
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、
大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
お
弁
当
が
で
き
た
こ
と
は
、
地
域
の

方
々
の
健
康
維
持
に
も
役
立
つ
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」と
挨
拶
。
産
官
学
が
連
携

す
る
地
域
貢
献
へ
の
取
り
組
み
に
、
大
き
な

期
待
感
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

開
発
に
取
り
組
ん
だ
健
康
栄
養
学
科
２

年
の
鯉
沼
有
美
さ
ん
は
「『
お
あ
が
り
な
ん

し
ょ
！
茨
城
の
恵
み
弁
当
』
と
い
う
商
品

名
は
、私
た
ち
が
提
案
し
ま
し
た
。『
お
あ
が

り
な
ん
し
ょ
』
と
は
茨
城
の
方
言
で
『
お
召

し
上
が
り
く
だ
さ
い
』と
い
う
意
味
。
祖
母

が
よ
く
使
っ
て
い
た
優
し
い
言
葉
に
、
私
た

ち
の
気
持
ち
を
込
め
ま
し
た
」と
、
商
品
名

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
を
指
導
し
た
荒
田
准
教
授
が

「
実
学
の
大
切
さ
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
」と
ふ
り
返
る
よ
う

に
、
学
生
た
ち
は
お
弁
当
工
場
の
見
学
な
ど

も
体
験
。
お
弁
当
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経

て
店
頭
に
並
ぶ
の
か
を
知
る
こ
と
で
、
管
理

栄
養
士
と
な
る
た
め
の
実
践
的
な
ス
キ
ル

を
磨
く
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

て
、
歓
迎
会
を
開

き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
茶
道
部
・
書
道
部
・
箏
曲
部
の

生
徒
の
参
加
で
大
い
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

ハ
リ
ー
エ
イ
ン
リ
ー
高
校
か
ら
友
好
記
念
の 

wild goose 

（
雁
）の
木
製
の
置
物
が
淺
岡
校

長
先
生
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
雁
は
渡
り
鳥

で
、本
校
と
ハ
リ
ー
エ
イ
ン
リ
ー
高
校
が
こ
れ

か
ら
も
絆
を
深
め
て
い
け
る
よ
う
に
と
い
う

意
味
を
込
め
て
と
い
う
こ
と
で
し
た
。     

　

歓
迎
会
後
は
、
茶
道
と
書
道
を
体
験
し
ま

し
た
。
茶
道
で
は
、
実
際
に
自
分
で
お
茶
を
点

て
、
お
干
菓
子
と
と
も
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

途
中
足
が
し
び
れ
て
立
ち
上
が
る
生
徒
も
い

る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

が
日
本
の
文
化
と
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
畳

の
上
で
じ
っ
と
こ
ら
え
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
書
道
で
は
、
漢
字
で
自
分
の
名
前
を
、
あ

る
い
は
好
き
な
言
葉
を
何
度
も
練
習
し
、最
後

に
慎
重
に
う
ち
わ
に
清
書
し
ま
し
た
。
い
い

お
み
や
げ
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
お

昼
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
用
意
し
て
頂
い

た
「
お
弁
当
」
に
舌
鼓
を
う
ち
、
琴
の
演
奏
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。
見
慣
れ
ぬ
譜
面
を
見
な

が
ら
、琴
の
演
奏
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生
徒
も

大
勢
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
校
長
先
生
の
奥
様 

Brenda Jones 

さ
ん
は
小
学
校
の
音
楽
の
先

生
で
、
熱
心
に
箏
曲
部
の
生
徒
の
指
導
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
本
校
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
水
戸
市

内
観
光
に
出
か
け
ま
し
た
。
歴
史
館
か
ら
偕
楽

園
へ
と
向
か
う
途
中
に
は
、
旧
水
海
道
小
学
校

や
旧
水
戸
農
業
高
等
学
校
の
建
物
が
あ
り
目

を
引
き
ま
し
た
。
偕
楽
園
の
内
で
は
、吐
玉
泉
・

竹
林
の
静
寂
、
そ
し
て
好
文
亭
か
ら
の
壮
大
な

眺
め
を
堪
能
し
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
の
大
自
然
と

は
ス
ケ
ー
ル
が
違
い
ま
す
が
、
日
本
人
の
美
に

対
す
る
繊
細
さ
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
よ
う

で
す
。
最
後
は
水
戸
藩
の
学
問
所「
弘
道
館
」を

見
学
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
へ
と
帰
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

２８
日
（
土
）
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
水
族
館
を
見
学
し

た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
回

転
す
し
や
本
場
の
日
本
食
を
味
わ
っ
た
と
、
留

学
生
は
大
喜
び
で
し
た
。

  

２９
日（
日
）は
、
大
型
バ
ス
で
東
京
観
光
に
出

か
け
ま
し
た
。
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

「
も
う
少
し
交
流
が
ほ
し
か
っ
た
」
と
の
声
を

受
け
、
計
画
し
ま
し
た
。
大
勢
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
、
淺
岡
校
長
先
生
そ
し
て
国
際
交
流
語

学
学
習
セ
ン
タ
ー
の
依
田
先
生
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
に
ぎ
や
か
な
ツ
ア
ー
に
な
り
ま
し

た
。
浅
草
・
東
京
都
庁
展
望
台
・
原
宿
と
人
込
み

に
揉
ま
れ
て
の
観
光
で
し
た
が
、
こ
れ
も
ま
た

日
本
の
文
化
と
留
学
生
は
理
解
し
て
く
れ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
大
崎
の
ホ
テ
ル
近
く
の
路
上

で
は
、
み
ん
な
が
再
会
を
約
束
し
固
い
握
手
を

交
わ
し
ま
し
た
。
別
れ
が
た
く
、時
間
が
止
ま
っ

て
い
て
ほ
し
い
と
誰
も
が
願
う
瞬
間
で
し
た
。

　

そ
の
後
ハ
リ
ー
エ
イ
ン
リ
ー
高
校
一
行
は
、

広
島
・
長
崎
と
旅
を
続
け
、
４
月
４
日
（
土
）

に
成
田
か
ら
カ
ナ
ダ
へ
と
帰
っ
て
い
き
ま
し

た
。
皆
、
１０
日
前
に
出
迎
え
た
と
き
と
は
違
い
、

す
っ
か
り
日
本
の
文
化
に
馴
染
み
、
生
活
を
楽

し
ん
だ
感
が
こ
ち
ら
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。David 

校
長
先
生
・
美
恵
子
先
生
と
は
、こ

れ
か
ら
も
ハ
リ
ー
エ
イ
ン
リ
ー
高
校
と
常
磐
と

の
交
流
が
深
ま
る
よ
う
お
互
い
力
を
合
わ
せ
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
誓
い
、お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て

協
力
し
て
頂
い
た
方
々
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

留
学
生
と
の
交
流

－

カ
ナ
ダ・ハ
リ
ー
エ
イ
ン
リ
ー
高
校

－

お
弁
当
で
啓
発
す
る
地
域
の

食
育
と
地
産
地
消

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
養
わ
れ
た

管
理
栄
養
士
の
実
践
的
ス
キ
ル

『おあがりなんしょ！茨城の恵み弁当』

（上）	茨城県庁で開か
れたお弁当完成
記者会見

（右）	試作品を試食す
る荒田准教授と
学生たち

開発チームに参加した学生たち
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幼 稚 園
　

開
校
２
年
目
を
迎
え
た
智
学
館
中
等
教

育
学
校
。
２
期
生
と
し
て
８６
名
の
新
入
生
を

迎
え
入
れ
、
木
の
質
感
で
温
も
り
の
あ
る
校

舎
の
な
か
、
合
計
１
７
８
名
の
生
徒
が
毎
日

勉
学
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
新

た
に
学
校
長
に
就
任
し
た
小
田
卓
爾
校
長

か
ら
、
学
校
に
対
す
る
思
い
と
智
学
館
で
の

抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

School

の
語
源
と
な
っ
た
ギ
リ
シ
ャ

語
のskhole

は
「
学
校
」「
講
義
」「
議
論
」

と
い
っ
た
意
味
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
レ

ジ
ャ
ー
」「
余
暇
」「
自
由
」と
い
っ
た
柔
軟
な

イ
メ
ー
ジ
も
漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
学
校
は
、
本
来
、
自
由
に
楽
し
く
学

び
の
時
間
を
過
ご
す
と
こ
ろ
で
あ
る
は
ず

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
初
等
中
等
教
育

を
見
回
し
ま
す
と
、
学
校
生
活
を
楽
し
く
な

い
も
の
に
す
る
悪
循
環
が
生
じ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
小
・
中
・
高
・
大
と
段

階
を
踏
む
た
び
に
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

智 学 館

効
率
的
な
問
題
解
き
に
あ
く
せ
く
し
、
豊
か

な
個
性
と
か
考
え
る
力
と
い
っ
た
言
葉
が

虚
し
く
感
じ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
す
。

　

青
春
時
代
は「
鄙
事（
ひ
じ
）に
多
能
」で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も

な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
吸
収
力
は
驚
く
ば

か
り
で
す
。
智
学
館
で
は
、
微
細
な
こ
と
で

も
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
が
興
味

を
示
す
も
の
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
ひ
ら
め
き
、

そ
れ
ら
に
取
り
組
み
、
そ
し
て
新
し
い
世

界
を
切
り
開
い
た
と
き
、
子
ど
も
た
ち
の

満
た
さ
れ
た
笑
顔
に
は
未
来
を
約
束
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
必
ず
身
に
つ
け

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
基
礎
学
力
や
応
用

力
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
教
室
で
の
教

科
の
勉
強
に
も
力
が
込
も
り
ま
す
。
少
人
数

の
教
室
で
先
生
が
す
べ
て
の
生
徒
に
目
配

せ
し
て
手
厚
く
指
導
し
て
い
ま
す
。
問
題
を

解
く
に
し
て
も
、
や
み
く
も
に
答
え
を
求
め

る
の
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
理
由
や
過
程

を
理
解
し
て
結
論
を
導
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
随
所
で
、
先
生
と
生
徒
た
ち
の
創
意

工
夫
が
輝
き
を
放
つ
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
と

き
に
は
苦
し
み
な
が
ら
も
、
目
前
に
光
明
を

見
出
し
た
と
き
、
教
室
に
喜
び
の
笑
顔
が
満

ち
溢
れ
、
歓
声
が
教
室
の
外
に
ま
で
聞
こ
え

て
き
ま
す
。

　

こ
ん
な
笑
顔
が
日
常
的
な
智
学
館
で
は
、

教
職
員
と
生
徒
た
ち
と
の
密
な
触
れ
合
い

を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
無
限
の
力
を

引
き
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
６
年
間
の
一

貫
教
育
、
週
６
日
制
、
１
ク
ラ
ス
３０
名
以
下

の
少
人
数
制
、
こ
う
し
た
大
枠
の
中
で
、
各

教
科
で
、
各
学
年
で
、
各
ク
ラ
ス
で
、
独
特

の
シ
ス
テ
ム
や
メ
ソ
ッ
ド
を
活
用
し
て
、
発

展
性
の
あ
る
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
が
て
、
こ
の
木
の
学
舎
で
育
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
、
大
学
そ
し
て
社
会
で
活
躍
す
る
姿

を
、私
た
ち
は
夢
み
て
い
ま
す
。

　

智
学
館
は
産
声
を
上
げ
た
ば
か
り
で
、
ま

だ
ま
だ
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
を
前
向
き
に
と
ら
え
て
、
限
り
な

く
可
能
性
を
秘
め
た
学
校
、
と
も
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
堅
固
な
歴
史
の
礎

を
築
く
た
め
に
、
み
ん
な
で
爽
や
か
な
汗
を

か
き
ま
し
ょ
う
。

常
磐
大
学
幼
稚
園 

ス
キ
ー
教
室

2
0
0
9.
3.
26
～
27

子
ど
も
た
ち
が
持
つ
無
限
の
力

～
新
学
校
長
に
小
田
卓
爾
校
長
就
任
～

　

常
磐
大
学
幼
稚
園
で
は
、
次
の
２
つ
の

ね
ら
い
の
も
と
毎
年
ス
キ
ー
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
ス
キ
ー
教
室
実
施
の
ね
ら
い
】

①
親
元
を
離
れ
幼
稚
園
の
教
師
と
と
も
に

共
同
生
活
を
す
る
中
で
、
自
分
と
は
異
な

る
他
者
へ
の
思
い
に
気
付
き
、
他
者
と
共

感
し
な
が
ら
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
の
喜

び
を
味
わ
う
。

②
ス
キ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

身
近
な
人
を
信
頼
し

て
自
己
発
揮
す
る
こ

と
の
心
地
良
さ
を
存

分
に
味
わ
う
。

　

今
年
度
は
雪
不
足

の
た
め
予
定
さ
れ
て

い
た
猪
苗
代
ス
キ
ー

場
が
３
月
２２
日
で

ク
ロ
ー
ズ
と
な
り
、

急
遽
近
隣
の
ス
キ
ー

場
の
中
か
ら
箕
輪
ス

キ
ー
場
に
行
く
こ
と

に
な
り
何
と
か
実
施

に
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
年

長
児
の
希
望
者
の
み

で
３８
名
（
全
年
長
児

の
約
６０
％
）
の
参
加

で
し
た
。

　

年
中
の
夏
休
み
期

間
中
と
年
長
の
夏
休

み
期
間
中
に
、
園
内

で
の
宿
泊
保
育
（
１

泊
２
日
）を
経
験
し
、
そ
の
経
験
を
生
か
し

て
の
１
泊
２
日
の
ス
キ
ー
教
室
で
し
た
。

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
る
子
ど
も
な
ど
一
人

も
い
な
く
、
夏
の
経
験
が
子
ど
も
た
ち
の
成

長
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

２６
日
朝
、
幼
稚
園
を
観
光
バ
ス
で
出
発

し
、
２７
日
夕
方
幼
稚
園
に
戻
っ
て
く
る
日

程
で
す
。

　

１
日
目
は
、
現
地
ホ
テ
ル
に
到
着
後
、
午

後
２
時
間
の
Ｓ
Ａ
Ｊ
ス
キ
ー
学
校
指
導
員

に
よ
る
ス
キ
ー
レ
ッ
ス
ン
を
し
ま
し
た
。

途
中
雪
遊
び
も
し
な
が
ら
、
ス
キ
ー
の
履

き
方
か
ら
歩
き
方
、
滑
り
方
、
止
ま
り
方
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
夜
は
、わ
く
わ
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
常
磐
短
大
鈴
木
先
生
に
よ

る
お
楽
し
み
会
を
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
午
前
２
時
間
の
ス
キ
ー

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し
た
。
ス
キ
ー
学
校

の
先
生
方
と
一
緒
に
リ
フ
ト
に
乗
り
、
ス

キ
ー
で
滑
っ
て
き
ま
し
た
。
み
ん
な
と
っ

て
も
上
手
に
な
り
ま
し
た
。
殆
ど
の
子
が

ス
キ
ー
を
履
い
て
た
っ
た
２
日
な
の
に
随

分
上
手
く
な
る
も
の
だ
と
、
子
ど
も
の
可

能
性
の
大
き
さ
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
昼
食
後
、観
光
バ
ス
に
乗
っ
て
保
護
者

の
待
つ
幼
稚
園
ま
で
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

　

こ
の
２
日
間
で
子
ど
も
た
ち
は
、
雪
に

親
し
み
、
ス
キ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
を
少
し
で
も
味
わ
っ
て
く
れ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
、
ス
キ
ー
は
楽
し
さ

と
危
険
と
が
隣
り
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る

過
酷
な
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
す
。
ひ
と
つ

間
違
え
れ
ば
死
と
い
う
現
実
に
直
面
す
る

こ
と
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
ど
の
よ
う
に
自
分
の
身
を
守
る
か
、

身
を
も
っ
て
体
験
し
て
ほ
し
い
も
の
と
い

う
願
い
か
ら
敢
え
て
実
施
に
踏
み
切
り
ま

し
た
。
こ
の
経
験
が
子
ど
も
た
ち
の
こ
れ

か
ら
の
成
長
に
必
ず
や
プ
ラ
ス
に
な
る
と

い
う
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
以
降
も
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
水

泳
等
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ス
ポ
ー

ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

スキーレッスンの様子

お楽しみ会の様子

小田卓爾校長　
学校法人常磐大学評議員。慶應義塾大学名誉教授。
慶應義塾大学大学院文学研究科修士課程修了。オッ
クスフォード大学へ留学。元慶應義塾中等部長、元慶
應義塾ニューヨーク学院長、元帝京大学中学高等学
校長。イギリスの初等・中等教育に造詣が深い。

SAJ猪苗代スキー学校の先生方と一緒に
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